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概要：明治以降に刊行された当時の名所を扱った本に記載された175枚の絵画・写真を分析対象とし、東京都心部中小

河川の名所の変遷とそのまなざしの特質を明らかにすることが本研究の目的である。名所の変遷については以下の事柄

が判明した。埋めたて・暗渠化によって名所の数と絵図の枚数は減少し、絵図に描かれた興味対象は明治、戦前、戦後

期で変化が見られた。全時期を通して採録された4箇所ではどれも描かれている風景は変化しており、もともと開けて

いる空間は時代を経るごとに視距離が長くなり、複数の要素を描くようになったのに対し、狭い空間は視距離が短くな

り、描かれる要素も限定されたことが判明した。最後に場所の遍歴と採録期間の比較から変遷の要因について考察を行

い、4つの要因を明らかにした。 
 

Key Words :  河川景観、名所、近代、東京 
 

 
１．研究の背景と目的 
1-1 背景と目的 

1980 年代以降、我が国では都市河川を対象とした都市論や

景観論、設計や計画論の研究 1）と、その実践例 2）が蓄積され

てきた。しかしこと東京においては、神田川に代表されるよう

な都心部中小河川の風景について具体的な考察がなされている

とは言い難い。本研究では河道に空間的余裕がなくデザインの

制約が大きい東京都心部中小河川の景観の特質を探り、都市に

おけるその景観的な意味を考えたい。 

何故ならば、変化し続ける都市空間にあって、川は昔から

在り続け、都市に住む人間はそうした川とそれぞれの時代にお

いて必要とされる付き合い方をしており、中小河川の景観はそ

の結果として現れていると考えられるためである。さらに、そ

うした中小河川の景観認識の特質を時間的変遷として把握し、

そのなかに読み取られる価値や評価を探ることで、現代の中小

河川の景観に対する我々の見方を再認識するとともに洗練させ

ていくことに繋がるのではかないかと考えるためである。 

以上の考えに基づき、本研究では明治以降から現代までに

刊行された名所図会・百景に採録されている東京都心部の中小

河川を描いた絵図を分析対象にし、都市における中小河川の景

観的な意味や時代とともに変遷しているであろう人々の中小河

川への見方の特性を明らかにすることを本研究の目的とする。 

 

1-2 研究の位置付け 

本研究に関連する既存研究は、以下の２つに大別できる。 

(1)江戸・東京の水辺空間の変遷に関する研究 

まず江戸および東京の水辺空間の変遷に関する研究としては、

代表的なものに鈴木 3)や陣内らによるもの 4）がある。これらに

よって東京の都市空間における水辺の重要性が明らかにされて

いる。 

(2)近代以降に刊行された名所図会・百景を分析対象にした 

研究 

名所図会や百景を分析対象としてそこにみられる親水行為や

施設を把握する研究としては、橋本 5)、須藤 6)による一連の研

究がある。また名所の変遷から風景の変容を読み取る研究とし

ては、樋口7)、大宮8)、馬木9)、羽生10)の研究がある。 

本研究は(2)の後者の研究に類するが、既存研究がいずれも

名所全体の変遷に対して考察を扱っているのに対して、本研究

では東京都心部の中小河川に対象を限定し、その景観の特質と

変容を分析する点に特徴がある。  

 

２．研究の方法と対象 
2-1 研究の方法 

本研究は、明治以降から現代までに名所として採録された

東京都心部の中小河川の景観の特質と変容を明らかにすること

を目的としている。その際、名所として選ばれている場所およ

び景観の構成要素と、その描かれ方との二側面から分析を進め

る。双方の側面から、時代的な変化を追うとともに、場所によ

る特徴があるか否かを明らかとする。 

そのためまず3-2、3-3で、対象とする175枚の絵図について、

その場所と絵図に含まれている景観の構成要素の時代的変遷を

分析する。 

次に描かれ方の分析については、全サンプルを対象とした構

図の特徴を大まかに視点のとり方や描かれている領域の広がり

などによって整理してみたが、時代的な特質を統計的に把握す

ることができなかった。それは描かれる場所や対象が時代的に

変化していることも影響しているためと考えられる。そこで、

明治期から現代までほぼ継続して採り上げられている場所を対
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象として、そこを描いた絵図の詳細な分析をすることによって

描かれ方の特質および変化を把握することとした（3-3）。 

4-1では、描かれた要素が実際に存在していた時期と、その

要素が名所として描かれた期間を比較し、興味対象とその描か

れ方の変化の要因について考察をした。その考察の結果から得

られた要因のひとつである橋梁の架け替えについて、研究対象

の名所絵図から抽出した隅田川の橋梁と構造形式の観点から比

較し、中小河川の橋梁へのまなざしを考察した（4-2）。 

5章でそれまでに得られた考察の成果から、東京都心部中小

河川の名所の景観的特性を述べ、最後6章で名所の特徴を備え

る現代の景観の検討を含めたまとめを述べる。 

 

2-2 研究の対象 

(1)対象の位置づけ 

明治期以降に発刊された東京の名所図会・百景に採録されて

いる、都市中小河川を構図の内に含む絵図・写真を収集した。

なお本研究では「東京都心部の中小河川」の定義を「東京に存

在したまたはしている水辺のうち、隅田川・江戸川・多摩川を

除く中小の河川と、上水、掘割、江戸城外濠」とする。 

中小河川を対象とする理由は、隅田川などの大河川に対して

護岸や沿川建物などの構造物の変化によって明治期以降の景観

の変化が大きいこと、および水辺のデザインとしてみた場合の

制約条件が大きく、その景観を考えるには対象空間の操作だけ

でなく景観体験の主体である人々の見方や価値観を探ることが

より重要となるためである。 

また名所図会・百景を研究対象とした理由については、その

時代の人々の景観への好みが現れたものとして既存研究におい

ても分析対象として扱われており、明治期以降に刊行された名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所図会・百景は写実性も高く、対象景観の特質を考察すること

ができる視覚的資料として適当と考えたためである。 

 

(2)対象の選定方法 

 本研究ではまず「東京」「名所」「名勝」「百景」のキーワ

ードに該当する文献資料の中から、以下の３つの条件をすべて

満たす冊子を調査対象として選定した。 

a)発行当時の東京の風景を対象とした名所の絵画集または 

写真集。 

b)解説文のある場合、解説が主になるのではなく、解説ごとに

絵図・写真のあるもの。 

c)明治以降に刊行されたもの。 

 なお、名所の本としては著名な山本松谷の『新選名所図会』

は、対象地の多さと編集期間がかなり長期間に渡ることによっ

て研究対象から除外した。 

以上の条件で収集したものから、内容が同一のもの、または

絵画・写真の黒ずみがひどく判読が困難なものを除いた計 34

冊を研究対象にした（表-1）。 

次にそれぞれの冊子から、東京都心部の中小河川を対象とし

た絵画および写真（以降これらを合わせて絵図と呼ぶ）を抽出

した。その結果252枚の絵図が該当したが、この中から1冊だ

けでなく2冊以上に収録された場所を描いた175サンプルを最

終的な分析対象とした（表-1）。なお河川の河道内部や水面 

が含まれていなくても、明らかに対象河川に隣接する場所であ

るものは含めている。また隅田川に流入する河川の河口部では

画面上に隅田川を含むものも対象とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-1 研究対象の名所図会・百景 

年
文献
番号

絵画/写真 モノクロ/カラー
全体
（枚）

2冊以上
に描かれ
ている都
心部中小
河川を構
図含むも
の（枚）

9-14 1 東京名所図 小林清親画 絵画 カラー 95 15 15.8
11 2 東京自慢 : 名所手続 由利兼次郎編 熊谷庄七 絵画 モノクロ 19 0 0.0

13-22 3 東京真画名所図解 井上安治画 絵画 カラー 133 25 18.8
16 4 東京名所案内 : 画入 安井乙熊編 文盛堂 絵画 モノクロ 61 5 8.2
17 5 東京名勝図会 岡部啓五郎著 丸家善七 絵画 モノクロ 38 3 7.9
23 6 東京名所指南 : 雅俗類編 菅復三編,大槻文彦閲 小杉賢治 絵画 モノクロ 20 2 10.0
23 7 東京名所図絵（東雲堂） 東雲堂 絵画 モノクロ 50 5 10.0
23 8 東京名所図絵（双々館） 原田真一編 双々館 絵画 モノクロ 98 7 7.1
24 9 東京名所 新井藤次郎著 井上勝五郎 絵画 モノクロ 16 0 0.0
25 10 東京名所鑑 相沢朮著 東崖堂 絵画 モノクロ 87 10 11.5
29 11 東京名所案内 浅羽粛也編 桜香武舎 写真 モノクロ 90 9 10.0
29 12 東京名所独案内 和田庄蔵編 和田文宝堂 絵画 モノクロ 32 3 9.4
35 13 東京名所写真帖 亀井和七編 美博堂 写真 モノクロ 12 0 0.0
35 14 東京名所写真帖 山田繁蔵編 山田繁蔵 写真 モノクロ 12 0 0.0
35 15 東京名所 楓斎著 田井久之助 絵画 カラー 27 2 7.4
41 16 東京名所写真帖 いろは書房 写真 モノクロ 80 3 3.8
42 17 最新東京名所写真帖 小島又市 写真 モノクロ 70 5 7.1
44 18 東京風景 小川写真製版所 写真 モノクロ 124 7 5.6
44 19 東京名所写真帖 尚美堂 写真 モノクロ 45 7 15.6
45 20 東京府名勝図絵 田山宗尭編 ともゑ商会 写真 モノクロ 155 5 3.2
5 21 新選東京名所 大橋堂 写真 モノクロ 30 2 6.7
9 22 東京名所画帖 天正堂画局 写真 モノクロ 30 2 6.7
7 23 新東京百景 恩地孝四郎他版画 創作版画倶楽部 絵画 カラー 100 12 12.0
7 24 大東京百景版画集 中島重太郎編 日本風景版画会 絵画 モノクロ 100 7 7.0
10 25 大東京名所百景写真帖 青海堂 写真 モノクロ 95 3 3.2
17 26 大東京　百景写真帖 永瀬米次郎著 青海堂 写真 モノクロ 105 2 1.9
42 27 東京百景 日野耕之祐著 三彩社 絵画 モノクロ 100 7 7.0
50 28 新東京百景 冨田英三著 スポーツニッポン新聞社出版局 絵画 モノクロ 100 5 5.0
53 29 下駄の向くまま　新東京百景 滝田ゆう著 講談社 絵画 モノクロ 45 3 6.7
60 30 新東京風景　ちょっと意外な名所あるき 井出孫六文,石井昌造画 東京タイムズ社 絵画 モノクロ 51 0 0.0
60 31 東京の情景 池波正太郎著 朝日新聞社 絵画 カラー 30 7 23.3
61 32 別冊一枚の絵Vol.19 画集東京百景 一枚の絵株式会社 絵画 カラー 30 3 10.0
63 33 新東京百景 東京都生活文化局編 東京都生活文化局 絵画 カラー 100 2 2.0
8 34 東京百景 葛西忠雄画 ART BOXインターナショナル 絵画 カラー 100 7 7.0

2280 175 7.7合計

刊行年

文献名 作者・編者など
元号

発行者

媒体

昭
和

２冊以上に採録されている都心部中小河川を構図に含
む枚数/全体数（％）

絵図・写真の枚数

明治

平成

大正

戦
前

戦
後
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３．名所の変遷の把握 
3-1 分析における時代区分 

次に分析における時代区分について述べる。大宮ら8）の研究

によると、近代以降の名所図会・百景全体の描写対象とその描

かれ方は、①明治元年から明治20年代②明治30年代から大正期

③昭和戦前期④昭和戦後期に分かれるとしている。しかし、中

小河川に対象を限定した本研究では、日本橋や御茶ノ水のよう

な代表的な場所において絵図の内容が明治40年代から大きく変

化している。また明治36年にスタートした市区改正設計新設計

の事業による都市空間の変質が具体的に現れ始めるのが明治40

年代以降と考えられる。東京都心部はその後帝都復興事業、戦

災復興事業、高度成長期にそれぞれ大きな都市空間の変化が起

きるが、大正期と昭和戦前期で顕著な変化が見られなかったこ

と、また時代ごとのサンプル数の偏りを避けるため、本研究で

は大きく3区分とすることとした。すなわち①明治期（明治初

期から明治30年代まで：サンプル数86）、②戦前期（明治40年

代から昭和20年代まで：サンプル数55）、③戦後期（昭和20年

代以降現代まで：サンプル数34）である。 

 

3-2 名所の位置の変遷 

 分析対象の絵図の場所の位置と採録された枚数を時代区分

ごとに図-１に示す。図中の括弧内の数字がその時代に採録さ

れた絵図の枚数である。これをもとに、東京都心部中小河川の

名所の位置の変遷について以下に記述する。  

(1)明治期 

 主に皇居より東側のエリアに分散して位置しており、小河川

の河口あるいは隅田川合流地点に比較的近い場所が採り上げら

れている。その中でも特に日本橋川周辺が多い。 

(2)戦前期 

 江戸川と深川木場を除いた全ての名所が、神田川と隅田川と

外堀に囲まれたエリアに位置する。また、皇居より西側の外堀

に位置する場所が新規に採り上げられている。新橋から日本橋

周辺のエリアに名所が増加する一方、隅田川以東のエリアには 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほとんど見られなくなった。また、隅田川沿いに位置する名所

が柳橋と今戸橋を残して採録されなくなった。 

(3)戦後期 

 明治期に多く採録されていた、新橋から日本橋周辺のエリア

の名所群が、日本橋を除いて全て採録されなくなった。また佃 

島の入堀が新規に採録された。 

３つの時代区分を通して観ると、採録される場所の数は時代

を経るごとに減少しているとともに、分布するエリアも縮小し

ている。その中にあって神田川と日本橋川は、御茶ノ水と柳橋、

日本橋を中心にどの時期の名所図会・百景にも採り上げられて

おり、東京都心部の中小河川の伝統ある名所と言えるだろう。 

 

3-3 興味対象の変遷 

(1)分析の方法 

 全時代を通じて絵図に描かれている主な要素には、橋・歩行

者・舟・建物・水面がある。これらは中小河川景観における

人々の興味対象と考えられる。時代ごとにこれらの要素を含む

サンプルの割合を算出した。以下要素ごとに特徴を述べる。 
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明治期

戦前期

戦後期

１本 ２本 ３本
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図-4 水面を描いた絵図の割合の変化

図-2 橋を描いた絵図の割合の変化 図-3 歩行者と舟を描いた絵図の割合の変化 

図-5 建物を描いた絵図の割合の変化 
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図-1 名所の位置の変遷 
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(2)興味対象の変遷 

a)橋（図-2） 

 橋は水面と並んでもっとも多く描かれている興味対象である。

その割合は戦前期に最も多く、9 割以上となる。しかしそのほ

とんどで橋は1本のみ描かれており、戦後期には2本以上の橋

を含むものが多くなっている。 

b)歩行者と舟（図-3） 

歩行者を含む絵図の割合は時代とともに減少している。特に

戦後期では少なく明治期の半数以下である。なお自動車は戦前

期と戦後期に見られるがその割合は少なく、主要な興味対象と

はなっていないと思われる。舟については、明治期に約4割の

絵図に描かれているが、戦前期に半減し、わずかではあるが戦

後期にやや増加している。中小河川に存在した舟の数は戦前期

の方が戦後期よりも多いと考えられるが、描かれている割合は

戦後期の方が多いのは、舟が水辺景観において重要な興味対象

として注目される程度が高まっているのではないかと推測され

る。 

c)水面（図-4） 

 河川を河川たらしめる最重要な要素ともいえる水面は、時代

を通じて常に7割以上の絵図に描かれている。またわずかでは

あるが明治期よりも戦前期と戦後期の割合が高くなっている。

なお水面として隅田川の水面も含むような絵図が明治期には1

割近くあったのに対して、戦前期ではほとんどなくなり、戦後

期にはまったく見られなくなっている。これは図-１にみられ

た名所の位置の変遷の結果が現れているといえる。 

d)建物（図-5） 

 都市の中小河川の景観では沿川の建物が重要な要素となると

考えられるが、建物が描かれる割合は明治期および戦前期に4

割弱で戦後期には約5割となっている。またニコライ堂や日本

銀行など、特定の建物として識別されていると思われる建物が

描かれているのは戦前期に最も多く見られる。戦前期には橋の

描かれる割合も最も高く、これら近代建築や近代橋梁が初めて

多く出現し新しい水辺景観として人々の興味を惹いたのではな

いかと推測される。 

 
3-4 描かれ方の変遷 

(1)分析対象地と方法 

a)対象地 

3-4 では名所の描かれ方の時代的変化を明らかにするために、

３期すべてにわたって描かれた場所を対象として、その絵図の

特性を分析する。対象地は場所の特性および描かれた絵図の枚

数とバリエーションも考慮して表-2の4箇所とした14）。 

表-2 3-4の分析対象地 

河川・濠 分析対象地

神田川 御茶ノ水(24)、柳橋(10)

外濠 弁慶橋(10)

日本橋川 日本橋(28)  

 

 

b)分析方法 

 分析対象の絵図から、描かれている主な都市要素を抽出する

とともに、視点の位置と視対象としている領域を地図に落とし、

視距離・水平画角を測定した。そのデータと絵図の特徴から、

同様の描き方をしていると思われるものをタイプに分けた。 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 明治期日本橋の絵図の視点と視野15） 

 

(2)描かれ方の変遷 

 以上の分析の結果から、描かれている主な興味対象とその描

かれ方に基づく絵図のタイプの出現時期を図-7 にまとめた。

図-7 によって、永らく名所と認識されていた４箇所において、

それぞれどのような特徴をもった絵図が描かれたか、また、そ

の出現時期がいつからいつまでであるかが把握できる。この分

析結果より、見通しの効く御茶ノ水および弁慶橋と密集市街地

の柳橋および日本橋で描かれ方の変遷に相違があることが読み

取れる。 

すなわち、見通しの効く場所、御茶ノ水と弁慶橋では、橋

梁や高速道路やビルなど空間構成要素が時代を進むにつれて増

加したが、それら複数の要素を既存の要素と組み合わせて描い

たものが現れてきた。また、最長視距離が時代を経るにつれて

長くなっている。これに対して密集市街地の日本橋では河岸や

通りの街並みが、柳橋では隅田川や柳橋附近の建物がかつては

多く描かれていたが、次第にそのような空間構成要素は、描か

れなくなり、描く要素が橋や船宿などに限定されていく。また

視距離が時代を経るに連れて短くなっていった。 

 

４．変遷の要因とまなざしの特性の考察 
4-1 場所の遍歴と採録期間の比較 

(1)分析対象と方法 

 3 章から、中小河川の名所の評価のおおまかな構造として、

実空間の変化が興味対象の変化に影響を及ぼし、描かれ方が決

定することが予想される。従って4章では、実空間の変化と興

味対象・描かれ方の関係を明らかにするために、4 枚以上の絵

図に描かれた要素（興味対象）について、実際に存在した期間

と描かれた期間を比較し 16）、その 2 つの期間がほぼ一致する

もの、後から描かれたもの、ある時から描かれなくなったもの

に分類した。その結果を表-3 に示す。ただし、通りの街並み

を主題のひとつとして描いている日本橋の絵図の一部・京橋・

新橋の絵図については明解な比較が困難であるので、分析の対

象外とした。 
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表-3 興味対象と描かれ方の変化と考えられる要因 

明治 戦前 戦後

浅草橋 （旧旧）浅草橋 △ 架け替え
御茶ノ水 （旧）御茶ノ水橋 △ 架け替え
万世橋 （旧旧）万世橋 ○ 架け替え

御茶ノ水 神田上水懸樋 ○ 神田上水の廃止

第一銀行 第一銀行・海運橋 × 建築の建て替え

農商務省 農商務省・采女橋 × 建築の建て替え

日本橋 （旧）日本橋・魚河岸 ○
関東大震災による魚河

岸焼失

（旧旧）弁慶橋 ○ -

（旧）弁慶橋 △

超高層ビル・高速道路 ○

（現）日本橋 ○

（現）日本橋・高速道路 ×

聖橋 × -

総武線鉄橋・丸の内線橋梁 ○ -

○ ○ 深川木場 深川木場 ○
柳橋 ○
佃島 ○

御茶ノ水 御茶ノ水駅・聖橋 ○
御茶ノ水駅と聖橋を組
み合わせた眺めの発見

柳橋 （旧）柳橋・隅田川 ○

今戸橋 （旧）今戸橋・隅田川 ○

○ ○ 御茶ノ水
ニコライ堂・御茶ノ水駅・御

茶ノ水橋
○

建物高層化による建築
の不可視化

○ 日本銀行 日本銀行 ○
高速道路による視界の

阻害

○ ○ 日本橋 ： 共通して描かれた要素
○ ○ 京橋 ： 水面
○ 新橋 ： 視点と視線の方向

比較不可 街並みと橋

描かれ方

視点の位置と視線の方
向

水面

採録期間と実際に存在した期間

２つの期間
の比較

採録期間
興味対象・描かれ方の

変化の要因場所 空間要素

興味対象

○

隅田川の舟運の衰退に
よる吉原への猪牙舟の

廃止

近世以来の水上施設の
再評価舟・船宿

○

後方一致（あ
とから採録さ

れた）

前方一致（あ
る時から採
録されなく
なった）

○

弁慶橋

日本橋

ほぼ一致

御茶ノ水

○

○ ○

○ ○

模式図の凡例　

周辺建物の高層化に伴
い、ひきの距離をとるた

めの視点場の移動

高速道路によってひき
の距離がとれなくなった

建築

橋梁

橋梁

橋梁

橋梁
河岸

橋梁

橋梁

高速道路

橋梁

高速道路

橋梁

橋梁

橋梁

船宿・舟

駅

橋梁

料亭

橋梁

駅建築

橋梁

建築

 

 

(2)考察 

 興味対象と描かれ方の変化は、実空間の要素自体が消失し

て描かれなくなったものを除き、以下に示す4つの要因が考え

られる。 

a)建物の高層化と高速道路の建設による視距離・視界の変化 

 建物の高層化や高速道路の建設などによって、眺めるのに

必要な視距離・視界に変化が生じ、描き方が変化した。つまり

3-4の分析により明らかになった事柄が本節でも確認されたと

いえる。 

b)橋の架け替え 

浅草橋、御茶ノ水橋、万世橋は現在までに幾度かの架け替え

を経ているが、名所の絵図に描かれているのは明治期に架橋さ

れた橋のみであった。詳しくは4-2で述べる。 

c)川に面した建物の建て替え 

 第一銀行、農商務省はその後建て替えられている。b)と同

様に、名所の絵図に描かれているのは、明治期に建造された建

物のみだった。洋風建築のデザインの新規性と新しい行政の中

枢機能に人々が名所としての意味を付与していたことが予想さ

れる。 
d)近世以来の水上施設への再評価 

 戦後期の柳橋、佃島は舟と木造の船宿を、戦前期から戦後

期の深川木場は木材を扱う様子を描いている。これらは近世か

ら始まり、明治期以降にも存在したが、絵図には継続的に描か

れていない。従って、特に戦後期は近世以来の水上施設を評価

しようという姿勢が見られたと言える。 

 

 

 

4-2 主要な橋梁の変化と採録の関係 

(1)分析方法 

本節では中小河川の橋梁の変化と採録の関係を明らかにする

ために、他の主要名所における橋梁と中小河川の橋梁について、

4-1 と同じく、存在した期間と採録された期間の相違の観点か

ら比較して考察する。まず研究対象の名所図会・百景が掲載し

ているすべての名所絵図についてその描画対象地をリストアッ

プする。その中で、5 冊以上に採録されており、かつ 3 章で分

析対象としなかった隅田川など河川幅が 100m 以上ある大規模

な都市河川に架設された橋梁を抽出し、それらと前節で抽出さ

れた御茶ノ水橋、浅草橋、万世橋とを比較し、考察を述べる。 

 

(2)神田川の橋梁 万世橋・浅草橋・御茶ノ水橋 

表-4 神田川3橋の構造形式の変遷 

年号 年 万世橋 浅草橋 御茶ノ水橋
6 石造アーチ（眼鏡橋）
7 石造アーチ
17 ボウストリング・トラス
24 錬鉄製プラット・トラス
31 鋼製2ヒンジアーチ
36 鋼製アーチ
5 コンクリート・アーチ 鋼製2ヒンジアーチ
6 3径間鋼製ラーメン・ゲルバー桁

明治

架橋なし

昭和  
：描かれたもの ：描かれなかったもの 

3橋の構造形式の変遷を示した表-4より、形式が石造アーチ

とトラスから鋼製アーチとラーメンに移行する時期が、名所と

して描かれる/描かれないの境界であることがわかる。石造ア

ーチ橋は、江戸城見附の桝形櫓を取り壊した際にその石垣を再

利用して作られた橋だが、交通施設の近代化以上に明治政府に

よる江戸のイメージの払拭が意図されたとされ 17)、当時の人々

にとって極めて衝撃的な変化であったと思われる。 

次に、トラス形式はそれ自体が当時珍しい上に、構造が都市

風景の中で目立ちやすいことが描かれた要因と推察される。し

かし実際にはその後橋梁のデザイン思想が変化 18)して、上路ア

ーチが選ばれるようになり、その結果逆に橋を眺める一般大衆

にとっては都市風景に埋没した印象になったのではないだろう

か。またラーメン形式の昭和の御茶ノ水橋は、単体としても隣

りの聖橋や、描かれない駅など他の要素との関係においても、

優美さで比べて劣るように見えたことが最大の要因のように思

われる。 

  
図-8 浅草橋（左：明治17年竣工、右：明治31年竣工） 

 

(3)隅田川の橋梁 吾妻橋・両国橋・永代橋・清洲橋 

研究対象の名所本に採録されたずべての絵図について、その

主題となる描画場所をリストアップしたところ、中小河川以外

の川の主な橋梁は、隅田川の吾妻橋・両国橋・永代橋・清洲橋

の計 4橋だった（表-5）。それらの橋梁について構造形式の変

化と採録期間を示したのが表-6である。 
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表-5 研究対象の文献における主要橋梁の採録数 

9 11 16 17 23 23 23 24 25 29 29 35 35 41 42 44 44 45 5 9 7 7 10 17 42 50 53 60 60 61 63 H8

文献番号 1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

吾妻橋 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

両国橋 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

永代橋 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

清洲橋 1 1 1 1 1 1 1

戦後

橋
梁
名

発行
明治 大正 昭和戦前

 
 

表-6 隅田川4橋の構造型式の変遷 

年号 年 永代橋 吾妻橋 両国橋 清洲橋
8 洋風木橋 トラス補強の洋風木橋
9 洋風木橋
20 直弦プラットトラス
30 3径間曲弦プラットトラス
37 3径間曲弦トラス桁

大正 15 鋼バランスド・タイドアーチ（下路）
3 3径間鋼アーチ 自定式吊橋
7 上路ゲルバー桁

架橋なし
明治

昭和  
：描かれたもの ：描かれなかったもの 

 表-6 から、隅田川の 4 橋の名所本における採録の有無は、

大正 15 年から昭和 7 年の間に架設された帝都復興橋梁の形式

によって違いがみられる。帝都復興の以前に描かれていたもの

はすべて下路橋であった。そして帝都復興後も描かれ続けた永

代橋と清洲橋は下路橋であったのに対して、描かれなくなった

吾妻橋と両国橋は上路橋である。これらはそれまで地上から眺

めて圧倒されるような巨大なトラスが無くなり橋面の上に構造

が無い上路橋になったことが、人々の注目を集めなくなったと

想像できる。これに対して永代橋と清洲橋はその架設位置から

意図的に下路橋で計画されたことを伊東らは述べており 19)、名

所のまなざしはその意図にきちんと応えていたといえよう。 

    
図-9 両国橋（左：明治37年竣工、右：昭和7年竣工） 

 

(4)考察 

 (2)と(3)の分析結果を比較して、中小河川における橋の変化

と採録の関係を以下に述べる。 

神田川と隅田川双方で下路橋が描かれる傾向がみられたこと

から、一般的な都市河川においては下路橋が描かれやすいと思

われる。帝都復興まで多くの絵図に描かれていた隅田川橋梁に

比べ、中小河川の橋梁は明治時代半ばのデザイン思想の変化に

より多くの橋が上路橋になり、名所としてのまなざしが向けら

れなくなったのではないだろうか。 

明治半ばから上路橋が描かれている旧御茶ノ水橋は、隅田川

に見られない都心部中小河川の特質を示している。プラット・

トラスの旧御茶ノ水橋に名所としてのまなざしが向けられたの

は、渓谷状の地形によって橋の構造体が見えやすく、上路橋の

トラスの構造美に意識を集めたためと考えられる。現在の聖橋

が、架設当初から現在までの名所絵図に描かれている要因も同

様のものだと思われる。 

 

 

５．東京都心部中小河川の名所の景観特性 

 以上の分析と考察をまとめ、名所の景観特性を興味対象と

眺め方の観点から明らかにする。 

5-1 興味対象 

 まず近傍の水面はどの時代区分においても 70％以上の絵図

に描かれており、主要な視対象である。 

次に、橋はどの時代区分においても常に 60％以上の絵図に

描かれてきたことから、水面の次に最も主要な興味対象である。

また名所として描かれる橋とその周辺の空間にはある特定の関

係があるように思われる。すなわち、ある程度の空間的広がり

があり、水平面での地形的変異がさほど見られない場所では、

目立つ下路橋が描かれやすい。一方、御茶ノ水のような渓谷状

の地形においては、力学的な理由から上路橋も架けられる事が

多いが、その橋は地形と一体となった視対象とし認められやす

く、名所として描かれやすい。 

 水辺に面して建つ建物は、

建物の名称など、それが何の

建物であるかを特定できるも

のが一定の割合で描かれてい

る。明治期では、図-10 に示

すような橋と建物がセットでかつ同様の視点から描かれている

例が見られる（表-3 の第一銀行と農商務省）。また、建物が

高層化した戦後期では、直接水辺に面している建物ではないが、

周囲に建つ特徴的なビルを、ひきの距離をとって描いている。 

 舟を描く絵図は時代とともに減少している。明治期では舟

が橋梁など他の主題とともに構図に収められていたが、戦後期

になると、近世から続く舟溜まりの舟を主題にして描いており、

舟へのまなざしが水運が盛んだったころへの懐古的なものに変

化していると思われる。 

 

5-2 眺め方 

(1)建物が密度高く立地している場所 

建物が密度高く立地している場所である日本橋と柳橋の眺め

方の概要を図-11に示す。 
時代
区分 柳橋

明
治
期

戦
前
期

戦
後
期

模式図
日本橋

柳橋

料亭

両国方面

240m

270m

50m

50m

料亭

船宿 40m以内

60m

日本橋 河岸

270m280m140m

420m
日本橋

大通りの街並み 220m

150m

日本橋

大通りの街並み 420m

240m日本橋

120m 360m

江戸橋

50m 280m

220m

日本橋

200m
160m

180m

100m

高速道路

430m

江戸橋

270m

 
図-11 建物が密度高く立地している場所における眺め方の概要 

眺め方の特徴は以下の2つに大別される。 

1 つ目の特徴は、戦前期までの眺め方は特定の視対象まで

200m から 400m 見通していることである。それを可能にしてい

るのは視点場の位置だと考えられる。その位置とは、まず第一

にその場所を代表する橋の橋詰である。日本橋では戦前期まで

歩行者が滞在できる橋詰空間が広く、また高速道路が上空に無

図-10 海運橋と第一国立銀行 
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かったため、戦後期と比べ橋から離れて橋を含めた周辺を眺め

ることができた。また柳橋においては、橋詰の花柳街の料亭を

含んだ構図が多く、橋詰の建物の意味と意匠が重要であること

が伺える。第二は隣の橋とその橋詰であり、そこからの流軸方

向の眺めを確保することは、長い距離を見通し、橋周辺の場所

の様子を捉えることを可能にする。 

2 つ目の特徴は、橋から伸びる通りの様子と街並みが多くの

絵図に橋と共に捉えられていることである。橋詰から、橋を前

景にどのように通りが見えるのかが重要になっている。 

 

(2)河川幅があり、流軸方向に見通せる場所 

河川幅があり、流軸方向に見通せる場所である御茶ノ水と柳

橋の眺め方の概要を図-12に示す。 

時代
区分 弁慶橋

明
治
期

戦
前
期

模式図

戦
後
期

御茶ノ水

懸樋

120m

ニコライ堂

御茶ノ水駅

御茶ノ水橋

600m

250m

250m

御茶ノ水橋

100m以内

御茶ノ水駅

聖橋

90m
150m

橋(丸の内線)

橋(総武線)

60m

240m 40m230m

聖橋

180m

弁慶橋

弁慶橋

100m210m

90m
180m

ホテルニューオータニ

高速道路

270m

480m
120m

330m

270m

360m 90m

斜面

斜面

 

図-12 河川幅があり、また流軸方向に見通せる場所の眺め方の概要 

明治期は特定の要素への視距離が 100m から 200m であったが、

戦前期から複数の要素を組み合わせて眺めるようになり、視距

離も 200m から 600m と様々な眺め方がうまれた。このように明

治期以降の空間の変化によって眺め方が様々に変化しており、

またこれからもすることが予想され、このことが一貫して名所

となっている大きな要因と考えられる。 

このような眺め方の多様性を可能としているのは次に述べる

3 点であろう。1 点目は、そもそも都心部において珍しい起伏

のある地形と両岸間の距離の大きさである。その特徴を活かし、

明治期以降の激しい空間の変貌の中で、最も魅力的と思われる

構図が選び採られてきた。2 点目は、視点場の豊富さである。

2 箇所とも河川の片岸が道路であり、視点場となりえる場所が

多い。また御茶ノ水は橋梁の数が増えていくことで流軸方向の

眺めにも多様性がうまれた。3 点目は、橋梁や駅などの主な要

素の意匠とスケールである。視対象となる主な要素は、多様な

角度からの視線に耐え、また近接する要素との関係において目

立ちすぎない意匠がなされている。また都市の要素のスケール

が、河川空間のスケールを圧倒的に凌駕していないことも重要

な事項と考えられる。 

 

６．まとめ 

6-1 得られた成果 

以上、東京都心部中小河川を描いた名所絵図の景観論の立場

から分析・考察した結果、本研究の成果として以下が得られた。 

・場所の位置・興味対象・描かれ方の３つの観点から名所の変

遷を明らかにした。 

・名所の変遷についてその要因を明らかにした。 

本研究では、これらの成果を総合したものが東京都心部中小

河川へのまなざしと考えている。 

 

6-2 名所の特徴を備えている現代の景観 

 最後に以上の成果に基づいた現代の中小河川における名所

となり得る景観を考える。すなわち、都市中小河川への眺め方

として次の2点を有する場所を検討する。 

・場所自体に近世からの特徴的な歴史性があり、かつ狭小な空

間に舟などの特異な要素が存在する。 

・視軸が通って複数の特定できる要素が見通せる。 

ここでは例として後者の特徴を持つ現代の都市中小河川の景

観を図-13に紹介する。 

この3箇所における景観は、どれも河道方向の視界がある程

度確保できる場所において、多くの人々が特定できる東京都庁

とホテルフォーシーズンを捉えている。この特徴は、その空間

の広がりゆえに建物の高層化に伴うひきの距離の変化に対応し

た、中小河川の現代的な眺めであるといえよう。 

  

 

図-13 名所の特徴を備えている現代の景観 

（左上：神田川中野新橋周辺から都庁（三宅祐司撮影）、右上：善福寺川大松橋か

ら都庁、神田川駒塚橋付近からホテルフォーシーズン（平山隆太郎撮影）） 

 
6-3 今後の課題 

 本研究は中小河川の名所における景観を概略的に扱ったもの

であり、個々の空間構成要素に対する当時の人々の評価まで詳

細に考察していない。 

また、中小河川景観の研究において、従来行われ蓄積されて

きたような空間の変遷や沿川における人々の振舞いに関する研

究だけでなく、景観の捉え方の側面からの更なる研究が望まれ

る。その中でも特に現代の名所の発見とその評価について考察

を重ねていくことは河川空間のあり方を論じる上で重要な論点

になる得ると思われる。 
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会事務所 / 秋永芳郎(1975)：「江戸東京 木場の歴史」,新人物往来

社 / 魚河岸百年編纂委員会(1968)：「魚河岸百年」,日刊食料新聞

社 / 台東区企画部広報課編(1997)：「新版 下谷・浅草 史跡をたず

ねて」,台東区 / 初田亨(2001):「繁華街にみる都市の近代―東京」，

中央公論美術出版 / 坂田正次(1987)：「江戸東京の神田川」,論創

社 / 鉄道会(1932)：「御茶の水両国間高架線建設概要」,鉄道省 / 

帝都高速度交通營團運輸課監修，折込広告社・春光社・インターナ

ショナル宣伝企画編集(1954)：「新地下鉄誕生 御茶ノ水池袋」, 折

込広告社 / 都市研究会編(1980)：「街 明治大正昭和 絵葉書にみ

る日本近代都市の歩み 1902-1941 第 2」,都市研究会 / 木村荘八

(1958)：「東京繁昌記」,演劇出版社 / 増山武男(2006)：「-文化財

で綴る- 佃島物語」,丸善出版サービスセンター 

17) 鈴木理生(2006)：「江戸の橋」,三省堂,pp.238-249 

18) 前掲 16)の伊東の著書 p.40 に,東京市橋梁課長の樺島正義の話とし

て,「明治の中期になってからは,市街橋として架設地の条件が許す

ならば大抵拱橋（アーチ橋）とした。彼の拱の優雅なる曲線は概し

て環境と調和し,殊に上路橋型が多いので,彼の構桁（トラス橋）の

下路橋に見るが如き,橋上の展望を阻害し,狭隘を感ぜしむるやうな

欠点が無いので,此種の橋梁は其後続々建設せられた」とある。 

19) 前掲 16)の伊東の著書 pp.102-116 に、隅田川の第一橋梁であった永

代橋は帝都を代表する水路に屹立する‘帝都の門’として，筋骨

隆々した男性美を想わせる橋として当時から注目され，また第二橋

梁であった清洲橋は，優雅な下垂曲線が女性的な橋を連想させるよ

うに演出されたことが述べられている。 
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